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『喩
伽
師
地
論
』
に
見
ら
れ
る
法
処
所
摂
色

の
取
り
扱
か
い

加

藤

利

生

《
は
じ

め

に
》

『
喩
伽
師
地
論
』
に
お
け
る
法
処
所
摂
色
の
扱
か

い
方

は
、
説

一
切

有
部

の
そ
れ
に
比
し
て
も
、
同
じ
喩
伽
行
派

の
論
書
で
あ
る

『
大
乗
阿

毘
達
磨
集
論
』

の
そ
れ
に
比
し
て
も
特
異
な
も
の
で
あ
る
。

本
稿

に
お
い
て
は
、
喩
伽
行
派
に
お
け
る
法
処
所
摂
色
の
概
念
の
変

遷
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る

『喩
伽
師
地
論
』
に
つ
い

て
、
法
処
所
摂
色
を

め
ぐ

る
問
題
を
整
理
し
、
特
に
、
『
大
乗
阿
毘
達

磨
集
論
』
の
説
く
遍
計
所
起
色
に
相
当
す
る
概
念

の

『喩
伽
師
地
論
』

に
お
け

る
扱
か
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

《
法

処
所

摂
色

の
概

念

と

そ

の
変

遷
》

先
づ
、
喩
伽
行
派
に
お
け
る
法
処
所
摂
色

の
概
念
に
つ
い
て
、
説

一

切
有
部

に
お
け
る
法
処
所
摂
色
と

の
相
異
を
検
討

し
て

お
く
。

一
般

に
、
法
処
所
摂
色
は
、
意
識
の
所
縁
と
な
り
、
五
識

の
所
縁
と
な
ら
な

い
色
を
指
す
も

の
と
理
解
さ
れ
る
。
説

一
切
有
部
に
お
い
て
は
、
無
表

色
の
み
が
法
処
所
摂
色
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
喩
伽
行
派
に
お

い
て
は
、
無
表
色
の
他
に
も
、
法
処
所
摂
色
を
認
め
る
点
で
、
そ
の
概

念
を
め
ぐ

っ
て
若
干
の
相
異
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

説

一
切
有
部
に
お
い
て
は
、
法
処
所
摂
色
は
、
次
の
三
点
を
特
徴
と

(
1

)

す
る
。

(
1
)

刹
那
に
分
析
で
き
、
極
微
に
分
析
で
き
な
い
。

(
2
)

五
識
の
所
依
所
縁
と
な
ら
な
い
。

(
3
)

障
礙
が
な
い

こ
れ
に
対
し
て
、
『喩
伽
師
地
論
』
に
於

い

て

は
、
説

一
切
有
部
の
説

く
無
表
色
に
相
当
す
る
律
儀
不
律
儀
色
の
他

に
三
摩
地
所
行
色
と
呼
ば

れ
る
特
殊
な
色
を
法
処
所
摂
色
と
し
て
加
え

て
い
る
。
こ
の
三
磨
地
所

行
色
は
威
徳
定
と
い
う
特
殊
な
定
に
よ
り
生
じ
、
意
識
の
所
縁
で
あ
り

な
が
ら
、
前
五
識
の
所
縁
と
な
り
、
実
用
を
も
つ
と
さ
れ
、
法
処
所
摂

実
物
有
色
と
も
呼
ば
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
極
微
が
説
か
れ
て
い
る
点

で
、
上
述
の
説

一
切
有
部
に
お
け
る
法
処
所
摂
色
の
概
念
か
ら
完
全
に

逸
脱
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ

る
。
『
喩
伽
師
地
論
』
に
は
、
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法
処
所
摂
色
の
概
念
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

法
処
所
摂
色
が
意
識
の
所
縁
で
あ
り
、
無
見
無
対
で
あ
る
と
い
う
定
義

が
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
と
同
種
の
法
処
所
摂
色
を
説
く

『
顕
揚
聖
教
論
』

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
(
2
)
瑜

伽
行
派
に
お
い
て
も
、
説

】
切
有
部
同

様
、
こ

の
定
義
が
認
め
ら
れ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
従

つ
て
、

三
摩
地
所
行
色
を
法
処
所
摂
色
と
し
て
認
め
る
に
は
、
法
処
所
摂
色
の

定
義
と
矛
盾
す
る
点
が
多
く
、
う
ま
く
説
明
が

つ
か
な
い
。
瑜

伽
行
派

が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、

こ
の
三
摩
地
所
行
色
を
法
処
所
摂
色
と
し
て

認
め
る
に
至

っ
た
の
か
は
審
ら
か
で
な
い
が
、
と
も
か
く
、
瑜

伽
行
派

の
諸
論
書
に
見
ら
れ
る
法
処
所
摂
色
の
異
同
の
中
で
、
こ
の
律
儀
不
律

儀
色
と
三
摩
地
所
行
色
と
に
相
当
す
る
も
の
は
、
論
書
に
よ
り
名
称
が

変
わ
る
も

の
の
、

一
貫
し
て
法
処
所
摂
色
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。瑜

伽
行
派
に
お
け
る
法
処
所
摂
色
の
概
念
は
、
三
摩
地
所
行
色
と
い

う
特
殊

な
色
を
認
め
た
点
で
、
既
に
そ
の
概
念
が
は

っ
き
り
し
な
い
も

の
と

な

っ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
論
書
間
に
異
同
が
認
め
ら

れ
、
そ

の
概
念
に
変
遷
が
あ

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
瑜
伽
行
派

の
諸
論
書
に
お
け
る
法
処
所
摂
色
の
取
り
扱
か
い
は
、
律
儀
不
律
儀
色

と
三
摩
地
所
行
色
の
二
種
を
説
く
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
『
顕
揚
聖
教
論
』

と
、
極
略
色

・
極
迫
色

・
受
所
引
色

・
遍
計
所
起
色

・
定
自
在
所
生
色

の
五
種

を
説

く

『大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
『大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』

の
二
系
統
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
律
儀
不
律

『
瑜伽
師
地
論
』
に
見
ら
れ
る
法
処
所
摂
色
の
取
り
扱
か
い

(加

藤
)

儀
色
は
受
所
引
色
に
相
当
し
、
三
摩
地
所
行

色
は
定
自
在
所
生
色
に
相

当
す
る
。

従

っ
て
、

『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
は
、

二
種
の
法
処
所
摂
色
を
説

く

『
瑜
伽
師
地
論
』
に
対
し
て
、
極
略
色
、
極
迫
色
、
遍
計
所
起
色
を

新
た
に
法
処
所
摂
色
と
し
て
つ
け
加
え
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
三
種
の
法
処
所
摂
色
に
相
当
す
る
概
念
は
、
す
で
に

『
瑜
伽
師

地
論
』
に
説
か
れ
て
お
り
な
が

ら
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
で
は
法
処
所
摂

色
と
し
て
扱
か
わ
れ
ず
、
法
処
所
摂
色
の
定
義
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ

ら
三
種
よ
り
も
明
ら
か
に
法
処
所
摂
色
と
し
て
認
め
難
い
三
摩
地
所
行

色
が
、
法
処
所
摂
色
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
三
種
の
う
ち
、
極
略
色

・
極
迫
色
に
つ
い
て
は
既
に
別
稿
で
論
じ
た

の
で
、
(
3
)

本
稿
で
は
、
以
下
、
遍
計
所
起
色
に
相
当
す
る
概
念

の

『
瑜
伽

師
地
論
』
に
お
け
る
取
り
扱
か
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

《
遍
計

所
起

色

と

は
何

か
》

 
 

『大
乗
阿
毘
達
麗
雑
集
論
』
(
4
)

に
よ
る

と
遍
計
所
起
色
と
は
影
像
色
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
影
像
と
は
、
意
識
に
映
じ
た
対
象
像

の
こ
と
で
あ
る

が
、
(
5
)

そ
の
内
容
と
し
て
何
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
、

は

っ
き

り
し

な

い
。
法
処
所
摂
色
に
関
し
て
詳
細
に
論
じ
た
論
書
と
し
て
は
、
慈
恩
大

師

の

『大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
五
の
法
処
色
義
林
が
知
ら
れ
て
お
り
、

参
考
ま
で
に
そ
こ
で
の
解
説
を
参
照
し
て
お
く

ニ

ト

カ

ラ

ヒ
テ

バ

ク

ナ

リ

ト

ノ

ノ

ノ

ズ

ル

ニ

四
遍
計
所
起
色
者
。
論
自

説

言
。
謂
、
影
像
色
。
独
生
散
意
識
通
二
三
性

一

二
五
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二
六

『
瑜
伽
師

地
論
』

に
見
ら
れ
る
法
処
所
摂
色

の
取

り
扱

か
い

(加

藤
)

心
所

変
根
塵

無

根
等

用

水
月

・
鏡
像
此
等
非

一
。

因

計
所

変
五
根

五
塵

・
定
境
色
等

無

用
影
像
。
為

此
遍
計
所
起
色
体

(大
45
・
三
四
一
頁
下
)

こ
れ
に
よ
れ
ぽ
影
像
は
三
種
あ
る
こ
と
に
な
る
。

(
1
)

前

五
識
と
は
独
立
し
て
生
じ
て
い
る
通
常
時

(定
に
入
っ
て
い
な
い

時
)
の
意
識
で
、

三
性
に
通
じ
る
心
に
よ
り
変
じ
ら
れ
た
根
の
対

象

で
根
等

の
用
な
き
も
の

(憶
念
等
)

(
2
)

計

に
よ
り
変
じ
ら
れ
五
根
五
塵
の
用
な
き
影
像
(夢

・
幻

・
迷
乱
等
)

(
3
)

定
境
色
の
用
な
き
影
像

(三
摩
地
所
行
影
像
)

こ
の
よ

う

な
法
相
の
解
釈
を
離
れ
、
『大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
に
見
ら

れ
る
影
像
と
い
う
語
の
用
例
を
検
討
す
る
な
ら
ぽ

『
大
乗
阿
毘
達
磨
集

論
』

に
お
い
て
は
、
影
像

の
語
は
、
巻
六
に
見
ら
れ
る
遍
満
所
縁
四
種

の
う
ち
の
有
分
別
影
像
所
縁
と
無
分
別
影
像
所
縁
の
用
例
の
み
が
認
め

ら
れ
る
。云

何
於

法
所
縁
差
別
。

若
略
説

有

四
種

謂
遍

満
所
縁

。

浄
行
所
縁
。

善
巧
所
縁
。
浄
惑

所
縁

。

遍
満

所
縁
復
有

四
種

謂
有
分
別

影
像

所
縁
。

無
分

別
影
像

所
縁
。

事
辺
際

所
縁

。

所
作
成
就
所
縁

。

有
分

別
影
像

所
縁

者
。
謂
由

勝
解
作
意

所
有
奢
摩
他
毘
鉢
舎
那
所
縁
境
界
。

無
分
別
影
像

所
縁
者
。
謂
由

真
実
作
意

所
有
奢
摩
他
毘
鉢
舎
那
所
縁
境
界
。

(決
択
分
中
法
品
第
二
・
大
31
・
六
八
六
頁
下
)

こ
の
四
種
の
遍
満
所
縁
に
つ
い
て
は
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
本
地
分
声
聞

地
第
二
十
六
に
お
い
て
詳
説
さ
れ
て
い
る
。

云
何
遍
満
所
縁
境

事
。
謂

復
四
種
。

一
有
分
別

影
像
。

二
無

分
別

影
像

。
三

事
辺
際
影
像
。

四
所
作
成
辧

。

云
何
有

分
別
影
像
。

謂
如

有

一
或
聴

聞

正
法

或
教
援
教
誡
為
二
所
依
止

或
見
或
聞
或
分
別
故
於

所
知
事
同
分
影

像

由

三
摩
哂
多
地
毘
鉢
舎
那
行

観
察
簡
択
極
簡
択
遍
尋
思
遍
伺
察
。

所
知
事
者
。
謂
或

不
浄
。
或
慈
愍

。
或
縁
性
縁
起

。
或

界
差
別
。
或
阿
那
波

那
念
。
或
蘊
善
巧
。
或

界
善
巧
。
或
処
善
巧
。
或

縁
起
善

巧
。
或
処
非
処
善

巧
。
或
下
地
麁

性

上
地
静

性
。

或
苦

諦
集
諦
滅
諦
道
諦
。

是
名
二
所
知
事

此
所
知
事
或
依

教
援
教
誠

或
聴

聞

正
法

為

所
依
止

令

三
摩
哂
多

地
作
意
現
前

即
於

彼
所
知
事

而
起

勝
解

彼
於

爾
時

於

所
知
事

如

現
領
受
勝
解

而
転
。
錐

彼
所
知
事
非

現
領
受

和
合

現
前
。
亦
非

所
余
彼
種
類
物
幻
然

由
三

摩
哂
多
地
勝
解

領
受
相
似

作
意
領
受
。

彼

所
知
事
相
似

顕
現
。
由

此
道
理

名

所
知
事
同
分
影
像

修
観
行
者
。

推

求

此

故
。
於
彼
本
性
所
知
事
中
。
観
察
審
定

功
徳
過
失

是
名

有

分
別
影
像

云
何

無
分
別
影
像
。
謂
修
観
行
者
。
受

取
如

是
影
像
相

已
。

不

復
観
察

簡
択
極
簡
択
遍
尋
思
遍
伺
察
。

然

即
於

此
所
縁
影
像

以

奢
摩
他
行

寂

静
其
心

即
是
九
種
行
相

令

心

安
住

謂
令

心

内

住
、
等

住
、
安

住
、
近
住
、
調
伏
、
寂
静
、
最
極
寂
静
、

一
趣
、
等
持

彼

於

爾
時

成

無
分
別
影
像
所
縁
。

即
於

如

是
所
縁
影
像

向

一
趣
安

住
其
念

不

復
観
察

簡
択
極
簡
択
遍
尋
思
遍
伺
察
。
是
名

無
分
別
影
像

即
此
影
像
亦
名

影
像

亦
名
三

摩
地
相

亦
名
三

摩
地
所
行
境
界

亦
名

三
摩
地
口

亦
名
三

摩
地
門
刃
亦
名

作
意
処

亦
名

内
分
別
体

亦
名

光
影

如

是
等
類
当

知
名

為
二所
知
事
同
分
影
像
諸
名
差
別

(喩
伽
師
地
論
本
地
分
声
聞
地
巻
二
十
六

大
30
・
四
二
七
頁
上
中
)
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こ
の

『
瑜
伽
師
地
論
』

の
記
述
に
よ
り
、
有
分
別
影
像

・
無
分
別
影
像

と
い
う
場
合
の
影
像
は
、
所
知
事
に
つ
い
て
勝
解
を
起
こ
し
た
際
、
所

知
に
似

て
顕
現
し
た
影
像
を
指
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
影
像
の

内
容
が
、
所
知
事
で
あ
る
不
浄

・
慈
愍

・
縁
生
縁
起

・
界
差
別

.
阿
那

波
那
念

・
蘊
善
巧

・
界
善
巧

・
処
善
巧

・
縁
起
善
巧

・
処
非
処
善
巧

.

下
地
麁

性
上
地
静
性

・
苦
諦
集
諦
滅
諦
道
諦
に
つ
い
て
観
想
す
る
三
摩

地
に
於
け
る
影
像
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
6
)

さ
て
、
『
大
乗
阿
毘
達
摩
集
論
』
で
の
影
像
に

つ
い
て

『瑜
伽
師
地

論
』
に
於
い
て
対
応
箇
所
を
検
討
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
三
摩
地
所
行

影
像
に

つ
い
て
は
、
『
瑜
伽
師
地
論
』
は
論
全
体
に
散
説
し
て
い
る
が
、

摂
決
択
分
に
於
い
て
は
若
干
そ
の
扱
か
い
方
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
特

に

『瑜

伽
師
地
論
』
摂
決
択
分
思
所
成
慧
地
第
六
十
五
に
於
い
て
は
、

「三
摩
地
所
行
影
像
等
色
を
意
所
取
色
と
名
つ
く
」
と

い
う

表
現
が
見

ら
れ
、
摂
決
択
分
菩
薩
地
に
は
、
影
像
相
に
関
し
て
遍
計
所
起
勝
解
所

現
と
説

明
が
な
さ

れ

る
等
、
『
大
乗
阿
毘
達
摩
集
論
』
の
法
処
所
影
色

に
関
連
す
る
か
の
如
き
表
現
が
現
わ
れ
て
い
る
。

色
自
相
復
三
種
。
一
清
浄
色
。
二
清
浄
所
取
色
。
三
意
所
取
色
。
謂
四
大
種

所
造
、
五
識
所
依
、
五
清
浄
色
、
眼
等
処
摂
。
名

清
浄
色

色
等
五
境
、

同
分
清
浄
色
之
境
界
。
名

清
浄
所
取
色

若
与

識
倶

諸
清
浄
色
与

識
同

境
故
。
名

同
分

若
離

於
識

諸
清
浄
色
前
後
自
類
相
続

而
転

名

彼
同

分
色

三
摩
地
所
行
影
像
等
色
。
名

意
所
取
色
殉

(『瑜
伽
師
地
論
』
摂
決
択
分
思
所
成
慧
地

巻
六
十
五

・
大
30

『
瑜
伽
師
地
論
』
に
見
ら
れ
る
法
処
所
摂
色
の
取
り
扱
か
い

(加

藤
)

六
六
〇
頁
下
)

こ
こ
に
説
か
れ

て

い
る
三
摩
地
所
行
影
像
等
色
は
、
『瑜
伽
師
地
論
』

の
説
く
法
処
所
摂
色
の

一
つ
と

し

て

の
三
摩
地
所
行
色

(法
処
所
摂
実

物
有
色
)
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
三
摩
地
に
お
け

る
影
像
を
指
す
も

の
で
あ
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ぽ

な

ら
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
影
像

が
、
意
識
の
所
縁
と
し
て
の
色
と
い
う
法
処
所
摂
色
の
定
義
に
対
応
す

る
意
所
取
色
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
摂

決
分
菩
薩
地
に
於
い
て
は
、
巻
七
十
二
で
、
真
実
義
を
了
知
す
る
に
当

り
先
づ
了
知
す

べ
き

五
つ
の
事

(相

・
名

.
分
別
.
真
如

.
正
智
)
の
中

の
相
に
関
連
し
て
、
影
像
相
が
説
か
れ
て
い
る
。

復
有

余
二

相

一
本
性
相
。

二
影
像
相
。

云
何
本
性
相

。

謂
先

分
別

所

生

及
相

所

生

共
所

成

相
。
云
何
影
像

相
。
謂
遍
計

所
起

。
勝
解
所
現
。

非

住

本
性
相

(『瑜
伽
師
地
論
』
摂
決
択
分
菩
薩
地

巻
七
十
二

・
大
30

・
六
九
七
頁
中
)

ま
た
、
同
じ
く
摂
決
択
分
菩
薩
地
巻
七
十
七
に
お
い

て
は
、
『解
深
密

経
』
の
引
用
部
分

と
し

て
、
「色
等
を
縁
じ
る
心
の
所
行
の
影
像
」
と

い
う
表
現
が
、
三
摩
地
所
行
影
像
と
共
に
見

ち
れ
、
摂
決
択
分
菩
薩
地

に
於
て
は
、
三
摩
地
所
影
像
の
地
に
散
心
に
お
け
る
影
像

へ
の
言
及
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

《
お
わ
り

に
》

以
上
、
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
に
お

い

て
、
遍
計
所
起
色
と
さ
れ

二
七
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二
八

『
瑜
伽
師
地
論
』
に
見
ら
れ
る
法
処
所
摂
色
の
取
り
扱
か
い

(加

藤
)

る
影
像

に
つ
い
て
、
『瑜
伽
師
地
論
』
で
の
扱
か
わ
れ
方
を
検
討
し
た
、

『
瑜
伽
師
地
論
』
に
お
け
る
影
像
は
、
本
地
分
に
お

い
て
は
、
三
摩
地

所
行
影
像
の
み
が
説
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
摂
決
択
分
菩
薩
地
に
於
て

は
、
散
心
の
影
像
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
摂
決
択
分
思
所
成
慧

地
に
於

い
て
は
、
三
摩
地
所
行
影
像
が
、
意
所
取
色
と
呼
ば
れ
る
等
、

『瑜
伽
師
地
論
』
の
成
立
史
上
新
し
い
層
と
み
な
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
(
7
)

影
像
を
め
ぐ

っ
て
法
処
摂
色
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
用
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

『瑜
伽
師
地
論
』
に

お
け
る
影
像
は
、
摂
決
択
分
に
見
ら
れ
る

一
部

の
例
外

を
除
き
、
慈
恩
大
師
の
云
う

「定
境
色
の
用
な
き
影
像
」
に
相

当
す
る
が
、
散
心
に
お
け
る
影
像
が
、
ど
の
時
点
で
法
処
所
摂
色
と
し

て
認
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
問
題
が
整
理
で

き
て
い
な
い
。
(
8
)

特
に
摂
決
択
分
に
お
け
る
影
像
の
用
例
に
つ
い
て
は
、

『
顕
揚
聖
教
論
』
に
見

ら
れ

る
法
処
所
摂
色

へ
の
言
及
と
の
関
連
で
さ

ら
に
検

討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

『
顕
揚
聖
教
論
』
に
お
け
る
法
処
所
摂
色
の
扱
か

い
方

は
、
そ
れ
だ

け
で
多

く
の
問
題
を
含
ん
で
お
り
別
稿
に
て
論
じ
る

つ
も
り

で
あ

る

が
、
本
稿

と
の
関
連
で

一
点
だ
け
触
れ
て
お
く
な

ら
ば
、
『
顕
揚
聖
教

論
』
は
瑜
伽
師
地
論

の
法
処
所
摂
実
物
有
色
で
あ
る
三
摩
地
所
行
色
に

あ
た
る

も

の
と
し
て
三
摩
地
所
行
境
色

(意
所
行
境
)
を
説

い

て
い
る

が
、

こ
れ

は
、

『
瑜
伽
師
地
論
』
摂
決
択
分
菩
薩
地
で
の
三
摩
地
所
行

影
像
等
色

(意
所
取
色
)
と
は
別
の
も
の
で
あ

る
と

い
う
点
に
注
意
し

て
お

き

た

い
。
『
瑜

伽

師

地

論

』

の
法

処

所

摂

色

を

考

察

す

る

際

に

は
、

法

処

所

摂
実

物

有

色

で
あ

る

三
摩

地

所

行

色

と
、

法

処

所
摂

色

と

し

て

扱

か

わ
れ

て

い
な

い

三
摩

地

所
行

影
像

と

の
区
別

に
常

に

留
意

し

て

お

く

必

要
が

あ

る
。

1
 
『
阿
毘
達
摩
大
毘
婆
沙
論
』

第
七
十

五

・
大

27

・
三
九
〇
頁

上

2
 
『
顕
揚
聖
教
論
』
巻

一
・
大

31

・
四
八
四
頁

上

3
 
拙
稿

「
法
処
所
摂

の
色
」
天
台
学
報

第
36
号
、

「唯
識

学
派

に
於

け

る

法
処
所
摂
色

の
取

り
扱

か

い
」
印
仏
研

43
1
2
、

「定
果

色
に

つ

い

て
」

宗
教
研
究

68
1

4

4
 

『大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』

巻

一
・
大
31

・
六
九
六
頁

中

5
 

山
口
益
訳
注

『中
辺
分

別
論
釈
疏
』

三
九
頁
―

四
〇
頁
参
照

6

『
瑜
伽
師
地
論
』
巻

二
十

六

・
四
二
八
頁
下
巻
二
十
七

・
四
三
五
頁
中

参
照

7

袴
谷
憲
昭

「書
評

・
シ

ュ
ミ
ッ
ト

ハ
ウ
ゼ

ン
教

援

の
ア
ー
ラ
ヤ
識
論
」

駒
沢
大
学
仏
教
学

部
論
集

第
19
号

四

一
一
頁
参
照

8

『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論

』
大
31

・
七

一
五
頁

上

『
瑜
伽
師
地
論
』
大

30

・
三
五
七
下
、
等

が
関
連

す
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

瑜
伽
師

地
論

、
法
処

所
摂
色
、
遍

計
所
起

色

(龍
谷
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)
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